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２０１８年１１月２３日（金・勤労感謝の日）小田原アリーナで「ふれあい子どもフェスティバル」を開

催しました。 

当日は小田原市内の子ども会から約５００人の小学生が集まり、参加者は競技を楽しむと同時に参加者相

互の交流を深めていました。 

受付開始から開会式までの間、湯本小学校の児童を中心とする「マーチングバンド箱根２１」のメンバー

１２名が演奏をしてくれました。 

メンバーのうち大窪小学校の児童２名はその後、競技に参加しました。 

展示の部では、エントランスホールのパネルに絵画・習字を貼り、工作は机に並べました。絵画７９点、

習字７５点、工作１８２点で合計３３６点の作品が出品されました。 

どれもすばらしい作品でした。 

競技の部では、開会式、体操の後、ＫＹＴ（危険予知トレーニング）を行いました。 

ＫＹＴでは危険な場所や怪我につながる危険な行動について、参加者が積極的に手を挙げて発表してくれ、

危険な場所や行動を全員で確認できました。 

その後、参加者が５人１組のチームを作って競技に挑戦しました。 

５人でグー・チョキ・パーを体で表現して対戦する「ジャンボジャンケン」、空の段ボール箱を何段積み上

げられるかを競う「ダンボールビルド」、かごに玉を投げ入れた数を競う「ターゲット４（フォー）ＹＯＵ」、

足を使って輪になったホースをリレーしながらゴールのフラフープへ運ぶ「すわってフット○
ワ

―ク」、市子連

チームと対戦する「勝ち抜きジャンボジャンケン」の５種目に挑戦しました。 

種目ごとにチームの得点によるランク（超達人・達人・ちょっと達人の３ランク）を記載したスコアシー

トの超達人を目指しどのチームも一生懸命頑張っていました。 

学区役員・実行委員・運営委員の皆様ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年３月 

ふれあい子どもフェスティバル１１１１月月２２３３日日（（祝祝））  



ふれあい子どもフェスティバルの様子（続き） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２０１９年１月２６日（土）小田原市役所で「インリーダー研修会」を開催しました。 
小学５年生の子ども会会員を対象に、研修を通じてリーダーとしての自覚と責任感を身につけることによ

り、地域での活発な子ども会活動が展開されることを目的にこの研修を企画しました。 
小学５年生の子ども会会員７２名が参加して、ゲームを楽しみながら参加者の気持ちをやわらげ、親しく

なる「アイスブレイキング」から始まりました。 
子ども会活動における危険予知を学ぶ「ＫＹＴ研修」では、イラストを見ながら危険だと思うところを見

つけ、どうすれば安全か各班で話し合いました。 
今年度の市子連行事を映像で振り返る「市子連行事紹介」の後、「６年生になる心構え」で６年生の役割と

心得を学び、各班に別れて「市役所内見学」に出発しました。 
市役所内見学では、市議会議場、ＦＭおだわら、消防署、２階ロビー展示を見学しました。 
普段入れない市議会議場では、参加者は議員が座る議席に座り、市議会事務局職員から市議会の説明をう

けました。 
参加者は、説明をしてくれた市議会事務局職員に活発に質問を浴びせていました。 
正面の一番高い席の議長席にも立ち寄り、ちょっと偉くなった気分になったのではないでしょうか。 
消防署は市役所内にある荻窪出張所を見学し、消防署職員から消防の説明をうけました。 
説明をうけている最中に救急車の緊急出動を体験した班がありました。 
迅速な行動に「すごい。いつも訓練しているのだろうな。」の声も聞かれ、市民を守る消防を再確認してい

ました。 
２階ロビー展示では、展示してある小田原市の名産品などを学びました。 
最後に、「グループワーク」を班別に実習しました。 
カードの情報を元に、話し合って正しい席を完成させる『ボクの座席はどこ？』という課題に挑戦しまし

た。 
人の話を良く聞いたりタイミング良く話したりすることの大切さ、様々な情報を集め、まとめる方法を体

験できたのではないでしょうか。 
この研修を生かし、４月から子ども会でも学校でもリーダーになって欲しいと願っています。 

インリーダー研修会 1/2６（土） 



インリーダー研修の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２０１９年２月１７日（日）小田原市役所で「後期子ども会育成者・指導者研修会」を開催しました。 
この研修会は、子ども会の育成者や指導者を対象に、知識・技術の習得と情報交換を目的としています。 
各学区・単位の代表８０名が参加し、アイスブレイキング・ＫＹＴ（危険予知研修）・今年度の市子連行事

を映像で振り返る市子連行事紹介の後、分科会（意見交換会）に進みました。 
昨年までは、複数の会場に分かれて子ども会活動で困っていること・子ども会行事など子ども会活動全般

についての意見交換を分科会で行ってきました。毎年の反省で分科会の時間が少な過ぎるとの意見が出てい
たことから、今年度は分科会の時間を多く取れるように内容を見直しました。 
昨年まで各学区の代表が行っていた行事についての発表を取りやめ、分科会の時間を増やしました。 

この発表を取りやめると他の子ども会の活動が伝わらないため、事前に各学区から「子ども会活動内容報告」
の提出を受け、冊子にして当日配布しました。分科会も同一会場で行い、模造紙と付箋を使用して全員参加
できるようにし、テーマを「子ども会の存続と活性化について」にしました。 
最近では会員数の減少にともない存続が困難になり、休会に追いやられる子ども会が増えてきているなか、

何とか子ども会活動を活性化し継続していこうという取り組みなど活発に意見交換をしていました。 
この研修を子ども会活動にぜひ生かしてほしいと思います。 

 

子ども会育成者・指導者研修会（後期） 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

子ども会に入りませんか 
 

個人（敬称略） 

神奈川県青少年育成推進者表彰（県知事表彰） 

石塚靖夫（市子連） 

神奈川県子ども会連絡協議会永年功労表彰 

佐藤政則（市子連） 

小田原市青少年問題協議会会長表彰（市長表彰） 

・青少年育成推進者 喜多史朗（市子連） 

松本美子（市子連） 

団体 

小田原市青少年問題協議会会長表彰（市長表彰） 

・優良青少年団体 

永塚子ども会（千代学区） 

 

年 月 日 事 業 名 会  場 
２０１９年４月６日（土） 
     ５月３日（金・祝） 
     ５月26日（日） 
     ６月30日（日） 
      
     ９月23日（月・祝） 
２０２０年１月25日（土） 
     ２月16日（日） 

2019年度定期総会 
小田原北條五代祭り 
前期子ども会育成者・指導者研修会 
青少年交流事業・チャレンジ アンド 
トライ 
ふれあい子どもフェスティバル 
インリーダー研修会 
後期子ども会育成者・指導者研修会 

生涯学習センターけやきホール 
小田原城周辺 
小田原アリーナ（サブアリーナ） 
小田原アリーナ（サブアリーナ） 
 
小田原アリーナ（メイン） 
市役所大会議室 
市役所大会議室 

※特 別 事 業 
２０１９年５月26日（日） 
     ８月４日（日） 
   11月16日（土）・17日（日） 

 
安全教育推進事業 
映画鑑賞会 
おだわらツーデーマーチ 

 
小田原アリーナ（サブアリーナ） 
小田原市民会館大ホール 
（協賛事業） 

※安 全 共 済 会 
２０１９年４月６日（土） 
２０２０年２月15日（土） 

 
新役員対象説明会 
提出書類説明会 

 
生涯学習センターけやきホール 
生涯学習センターけやきホール 

※広 報 発 行 
※随     時 

年２回（９月・３月） 
役員会・学区会長会・実行委員会 

子ども会は、子どもたちの健全育成のための組織で

す。小田原市内の小学生の子ども会への加入率は５割

弱です。より多くの子どもたちに加入してもらうた

め、右のようなチラシを作成し、子ども会の回覧板な

どでお知らせしています。ご近所にまだ子ども会に入

っていないお子さんがいたら、ぜひ、加入を呼びかけ

ていただきたいと思います。 

また、大人の皆さまも、子ども会の意義や役割をご

理解いただき、ご協力をお願いいたします。 

「入ってよかった！子ども会」「やってよかった！

子ども会」と言っていただけるよう、頑張っていきた

いものだと思っています。 


